
 

 

                                                          

 

 

 

 

 

 

株式会社山田養蜂場（本社：岡山県苫田郡鏡野町、代表：山田英生）は、ネパールの首都カトマンズにあるチ

ャカンドール地区の荒廃地に6,500本の苗木を植樹し、7月27日(土)には植樹祭を実施しました。植樹祭には当社社

員に加えて、現地のインターナショナルスクールの生徒など150人以上が参加しました。 

現在の植樹地であるチャカンドール地区では2019年からの6年間で21,000本の苗木を植樹しています。苗木は、現

地の気候風土に合う在来種（オドラティシマタブノキ、クスノハカエデ、モクセイ等）を植えました。過去に植樹した場所で

は、すでに木々が大きく成長し、多くの生物が暮らす「ふるさとの森」として豊かな自然環境を形成しています。また、来年

以降の植樹予定地であるスワヤンブナート寺院でも試験的に1,000本の植樹を実施しました。 

ネパールでの植樹活動は1999年に開始し、25年の間にネパール全体で植樹した本数は48万本以上、国内外での

植樹本数は累計231万本を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■植物本来の力を引き出し、成長を促す「宮脇式植樹」 

 当社の植樹方法は、世界的に高い評価を受けてきた植物生態学者、故・宮脇
み や わ き

昭
あきら

氏が提唱した「宮脇式植樹」を採用しています。宮脇式植樹は、その土地本来の植

生に基づく多種類の樹種を、混ぜながら密植することで植物本来の力を引き出して

成長を促し、自然災害に強い「ふるさとの森」を生み出す植樹方法です。宮脇式植

樹の実践により、ネパールの植樹地では短期間で豊かな森が再生しています。 

    

 

 

 

 

 

 

■現地の人たちに、宮脇式植樹を指導 

毎年、植樹の実践と共に植樹の意義、ネパールの植生や植樹方法についての講演

会を行っており、今回も、宮脇氏の後継者である横浜国立大学名誉教授の

藤原一繪
ふ じ わ ら か ず え

氏と、ネパールの植物生態学者で森林環境省植物資源室旧メンバーであ

るマヘンドラ・ナス・スベディ氏が、指導を行いました。  

▲植樹当時の様子（2019 年） 
▲植樹地付近の天然林 

当社が目指す「ふるさとの森」の姿 
▲5 年後の様子（2024 年） 

▲植樹地であるチャカンドールの荒廃地 

植樹地 

（イメージ） 

集合風景 

（イメージ） 

1999 年から四半世紀にわたって継続 

ネパールで累計 48 万本以上を植樹 

2024 年度は在来種の苗木 7,500 本を 150 人以上で植樹 

▲藤原氏の講演会の様子 
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■山田養蜂場の植樹活動 

当社の植樹活動の始まりは 1998 年にさかのぼります。当社代表の山田英生

がネパールで行われた「アジア養蜂会議」を訪れた際、日本人などのエベレスト登

山者のためにネパール全土の森林が大量に伐採されており、それに伴う大規模な

土砂崩れが発生している実態を知ったことがきっかけです。 

 翌 1999 年にネパールで最初の植樹活動を開始し、2001 年からは、現地の

気候風土に合った在来種の木々を密植、混植する「宮脇方式」での植樹を実践

しています。 

同年に、日本への大量の黄砂の原因になっている砂漠化が進む中国北部で、

横浜国立大学と共同で植生調査を開始し、2004 年より本格的な植樹活動を

続けています。 

これまでに国内外合わせて 231 万本を超える木を植えてきました。 

当社は、豊かな自然環境がないと成り立たない養蜂業を原点にしていることか

ら、「自然との調和」を理念に掲げています。当社では、未来の子供たちに豊かな

自然環境を受け渡す責任があるとの考えのもと、今後も植樹活動を続けることで、

自然環境を回復し、人々の命を守る本物の森づくりに貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

■プロフィール 

宮脇 昭（みやわき あきら）氏 

1928年～2021 年。岡山県出身。横浜国立大学名誉教授、(財)地球環境戦略研究機関国際

生態学センター終身名誉センター長。ドイツ国立植生図研究所で潜在自然植生理論を学び、世界

を舞台に国内外 1,700 ヶ所以上に、合計 4,000 万本を超える植樹を行ってきた。その土地本来の

樹種「潜在自然植生」に基づく植樹を実践、指導。また、東日本大震災を受けて、植樹による緑の

堤防づくりを提唱。2006 年には、地球環境への貢献が認められ、日本の研究者として初めてブルー

プラネット賞を受賞。 

 

藤原 一繪（ふじわら かずえ）氏 

1944 年生まれ。横浜国立大学卒業。フランス中央研究機関(CNRS)、給費研究員(リール大学)、  

横浜国立大学大学院環境情報研究院教授などの経歴をもつ。現在、横浜国立大学名誉教授、 

横浜市立大学特任教授。故・宮脇昭氏と共に、国内外での森づくりを指導。著書に「九千年の森を

つくろう」（共著）、「混源植物」、「環境問題を考える」(共著) 、「東南アジアの植物と農林業」(共

著) 、「日本植生誌」 全 10 巻(共著)など。 

【メディアお問い合わせ先】 

株式会社山田養蜂場 文化広報室 谷野（ht2065@yamada-bee.com）早瀬（ch0517@yamada-bee.com） 

〒708-0393 岡山県苫田郡鏡野町市場 194 TEL：0868-54-1906 FAX：0868-54-3346 

 

国内外の植樹実績

年 本数

1999年 700

2000年 15,000

2001年 65,547

2002年 30,000

2003年 50,000

2004年 1,157,928

2005年 35,150

2006年 73,534

2007年 67,234

2008年 71,000

2009年 100,660

2010年 116,642

2011年 90,530

2012年 110,852

2013年 40,501

2014年 32,500

2015年 3,000

2016年 14,000

2017年 27,000

2018年 32,261

2019年 26,500

2020年 21,000

2021年 21,500

2022年 23,500

2023年 39,410

2024年 53,500

合計 2,319,449


